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★キヤスターの取付け方 （6 頁)をお読みのラえ、 
キヤスターをヒーター下部に取り仰すてください。 


このたびは、デロンギヒーターをお買上げいただき 
まして、まことにありがとラございました。 
お求めの製品を正しく安全に使用していただくため、 
ご使用の前に、必ずこの取扱説明書を 最後まで お読 
み < ださい。 

また、お読みの後は、保証書と共に大切に保管して 
<ださい。 


ち < じ 


•安全上のごミ主意 . . . 1〜5 

• 知っておいていただをたいこと- -- 5 

• 各部の名称とはた 5 き (★キャスターの取付け方)--- - 6 
-操作手順：暖房のしかたは2通りありまず 


( I ) 手動運範 ... ——…… 7 

(のタイマー運転-8 

• お手入れ/保管のしかた . ---. 9 

•真,じ、点検について- 9 

-これは故障ではありません. . 10 

• アフターサービス. . 10 

• デ□ンギ•エコカバーの使い方 . 裏面 

•仕様 . . .. ……裏面 


















































































【巧全上のごを意 必ずお守りください、 

•ご使用の前に、必ずこの「安全上のごを意 J をよくお読みください。 

•ここに示したを意事頂は、製品を正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への損害を 
未然に防止ずるためのものでず。いずれち安全に関ずる重要な内容でずので、必ずお守り 
くださし、。 

•ミ主意事頂は、誤った取®いで生じることが想定たれる内容を、その危害や損害および切迫の 
度合いにより、 「危巧 J Hi 告 J しまな J の兰つに区分し、明示していまず。 

この表示を無おして誤った取巧いをすると、 r 入び巧亡または重傷を 
負5塞し迫ったち換の発生が想定をれる内容 J を巧していまず。 

この表示を無おして誤った取巧いをすると、 r 人が死亡または重傷を 
負ラ可能性が想定をれる内容 J を巧していまず。 

この表示を無おして誤った巧巧いをずると、 r 人が傷害を負ラ可能化 
および物的損害の巧生び巧定される内容 J を巧しています。 

•をを意事項には、「を意」「禁止 J 「強制または指示 J を促ず給表示(記号)が付いていまず。 

発火を意 :感電を意 :高温を意 

み 禁止巧為 ® :分解禁止 

A :強制または指ホ盧：き&みプラクを]ンたントから巧く 


A 危険 
么警告 
么ミ主意 


電源につし、て 


A 警告 


•電源は、家庭用交流100 V /50.60 HZ を 
ご使用ください。 


♦電源は、 「15 A 1巧 V 」と記されている 
壁面のコンセントから直接おとりくだ 


さい。 

ヒーターの差込みプラグは、 
コンセントに直接つないで 
くださし、。 





♦ヒーターは、 単独で ご使用ください。 

•ニロコンセン h の場合は、片方の差化 
み口を空けたままでご使用ください。 


他の器具と併用ずると分岐 
コンセン h 部が異常発熱し、 
発火ずることがありまず。 







































電源について 


A 警告 



•延長コード、テーブルタツスソケット 
などは、絶対に使用しないでくださし、。 



•電源コードおよび差込みプラグび、 
破損したり、運斬中に異常に熱くなる 
場含は、直ちに使用を中止し、販売店 
または弊社ヴービスセンター (10 頁参 
照）に交換を依頼してください。 

ショートや発乂ずる恐れが 
ありまず。 



•差込みプラグは、根元までしっかりと 
差し込んでください。また、差し込み 
口のゆるいコンセン h は、使用しない 



•善みプラグ/電源コードは、傷付け 
たり、無理に巧げたり、重たい物をのせ 
ないでください。 



•運転中は、電源コードがラジエター ㈱ 
熱板)に触れないよラにしてください。 


熱で電源コードが傷み、シヨ 
— h や感電などの原因にな ' 'v 
りまず。 

0 ^ 




電源について 


A 患意 



♦電源コードをコンセントから巧く際は、 
必ず差送みプラグを持って抜いてくだ 
さし、。 


電源コードを持って無理に 
引っ張ると、破損し、感電や 
ショート、発乂などの原因 
になりまず。 




♦濡れた手で、差込みプラグの抜さ差し 
をしないでください。 

感電の恐れがありまず。 

AH 


♦運転の際、電源コードはコード. 
ホルダーから解いてください 。 ，F 
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設置場所について 


么警告 


>テーブルや机、電源をとるコンセント 
のずぐ下での使用は、お止めください。 

ヒーターの上部をふさぐと 
巧流がでさず高温になり、 

火災やヤケド、故障などの 
原因になりまず。 ， 

冬し山 


が/作 





>水や湿気の多い場所での使用は、お止 
めくださし、。 



設置場所について 


A ' ま意 


•壁や家具、電源をとるコンセントからは 
必ず 20 cm じ1上離してください。 

材質によっては、変色ずる 
場合がありまず。 

20cm \\ \ » A* 20cm 



•平らなところ(床）に置いてください。 

倒れると、ケガや事故の恐 
れがありまず。 


〇 





使用ずる上で—— 

A 危険 ) 


>キャスターは、必ずヒーター本体の下 
部に取り付けてください。 



>横倒しでの使用は、絶が I こお止めくだ 
さい。 

乂災や故障などの恐れが 













































































使用ずる上で 


A 警告 


>ふとんや毛布、濡れたちの(洗濯物)な 
どをかけないで < ださい。 

過熱により、乂災や故障な 
どの恐れがありまず。 


Q 



>犬や猫など、ぺッ h の暖房用に使用し 
ないでくださし、。 

ぺツ h が本体や善込みプラ 
グ/電源コードなどを傷め、 

火災などの原因になりまず。 



♦本体にはオイルが密封されているため、 
分解や修理、改造はお止めください。 

発乂や故障などの原因に 
なりまず。 


® 碱 f 



>長期使用しない場合は 、必ず善込みプ 
ラグをコンセントから抜いてくださし、。 

コンセントの間にたまった 
ゴミや結露が、ショ- 



使用ずる上で 


A ミ 


王思 


•ヒーターの移動は、冷えてから 
巧なってくださし、。 


〇 


>ラジェターのスキ間や格子部に iOi 
異物を入れないでください 。 vV 


運転中は—— 么警告 



♦運転中および停止直後は、ラジェター 
(放熱板)に触れないでください。 


ラジェターの表面温度は、 
最高で約日日〜9日 ’ C になり 
まずので、長い間触れでい 
ると、ヤケドをずる恐れが 
ありまず。 


A 



>本体および操作パネルに、かやジュ- 
スなどをこぼさないでくださし、。 

万一こぼした場合は、シヨ 
一 h や感電などの恐れがあ 
りまずので、直ちに使用を 
中止して、弊社サービスセ 
ンターり日頁参照)までご相 
談くださし、。 



♦万—、異常が生じた場合は、直ちに電力^^異常なが態で使用を続けると、事故ゃ故障 I こ 
スイツチを切り、差这みプラグをコン^^ つながりまず。必ず、弊なサ-•ビスセンター 
セントから巧さ、使用を中止しまず。 り日頁参照)までご連絡ください。 
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( 運齡は 分 V 迂意 ) 

♦ルさなお子様がいるときは 、グ 
必ずがさ添ってください 。イ叫巧 

〇 ‘ •磁補; 

♦ブレーカー(分電盤内の\ 
配線遮断器)が落ちる 
場合は、電力会なにご 
相談ください。 

レん 

敷な 


(襄数し、て A 警告） 

C ィ S 雲を皆し、て ま意 ) 


♦必ず差逆みプラグをコンセン K から巧•洗剤やクレンザ ー、 シンナ ー、 金たねし 
を、ヒーターが冷えてから行なってく などは使用しないでください。 



知っておいていただをたいこと 


ヴンぺァ) 

定格電流に 
つし、て—— 


お求めのヒーターの定格電流は15 A (アンペア)でず。ご家庭内の他の(使用中の) 
電気器具のそれとの 合計値が 、契約電力(電気料金の請求書/基本契約欄に邮 A と 
記載)を超えていないか——ご確認ください。 

ちなみに、定格電流の算出方法は、下記の通りです。 


消費電力 ( W ) 

定格電流 ( A ) 二- 

1邮(=電圧心) 


な 


aaffff 


ブレーカーに 


ついて 


ブレーカー(分電盤內にある配線遮断器)は、その回路で電気を使い過ぎた時や、 
何らかの原因で瞬時(こ大電流が流れた時に、自動的に電気を断ち、その回路を守り 
まず。 

契約電力が不足している場合や、足りていてち、その回路の容量を超えて複数の 
電気器具を使用ずれば、ブレーカーザ働さ （= 落ち）まず。 

※契約電力が不足している場合は、電力会社じ増量を依頼してください。 


^ - N 

電気代但ぉに 
つし、て—— 


暖房ずる部屋の条件(建がや位置 
など)(こより異なりまずが、おお 
よそ右記の通りでず。 


スイツチを入れてから 
加分〜 1 時間 
(電力は最大に設定） 

室湿が適温に達した後 
サーモスタツ h で調節 
(ヒーター稼勸率即％) 

約3目円/時間 

約22円/時間 


















































各部のち疏とはたらを 


X 字型ラジェター 


操作パネル 


サーモスタツ S 



室内の温度を自動調節、適温の 
設定に使用しまず。ダイヤルを 
ちじ迴ず(数ぞが大さくなる）ほ 
ど温度か高くなりまず。 


電力切替えスイ、ツチ 

2つのスイッチで、消搜電力を 
600W. 900 W.1500W の 3 段 
階に切り替えられます。 


パイ□ットランプ 


コ——卜 . tK ノレ y —— ^ 

使用しない時(移動時など)じ電 
源コードを卷いて収納しまず。 


電源コード 
差込みプラグ¬ 



つン J ： ター 
難燃性オイルが密がされていで、 
下部には俸がの電気ヒーターが 
入っています。ヒーターじより 
暖められたオイルはパネル巧を 
循環。 X 字型フィン(放熱板)で 
劾畢良< 放熱し、自がが流じよ 
D 空気を暖めまず。 


電すタイ Y — 

時間ブログラムなで、暖房の 
開始 ( ON ) と停止 ( OFF ) を自 
動的じれなラ電子タイマーです。 
X 電源を接続ずるとタイマーが 
作動し、わずかな時計音がし 
まず。 


キヤスター(取付式） 


ヒーターを移動ずる際のごま意 

床ネオの種類によっては床面び傷付 < 場合び 
ありますので、ゆつく0動かしてくださし、。 


付属品：台座 X 2、 車輪 X 4、 で型ネジ X 4、デ□ンギ•エコカバー 


キヤスターの取巧け方 


付属のキャスター(台座 X 2、 車輪 X 4) を、甲型ネ 
ジで本な:下部の両端にしっかりと固定します。 

①本体を仰向けにします。 

⑤台座のツメをフィンのス U ットに差し込み、デ型 
ネジ2本でしっかりと固定します。必ず、両端に 
固定してください。 

③ 台座の支巧に、車輪をバチンといラまで押し込 
みます。 

④ 本体をゆっくりと起こします。（完了） 

※二の図は、本体を仰向けにしたが態です。 



A を険 


キヤスターを誤って本体の上 
部にお付け使用ずると、火災 
や故障などの恐れがあり危険 
でず。ごを意ください。 
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操作手順 ( I ) 手動運お 


n 

1 

111111 

電源を接続する 

U 


11 

差込みプラグを壁面コンセントにしっかりと根元まで差し込 
んで < ださい。 



タイマーの作動を解除する 

暖房の開始/停止を電力切替えスイッチで行う=手動運睛は、 
タイマーび作動しないが態 （ B 図：ピンスイッチび全て内側に 
ある）で行います。 

出荷時には、タイマーのピンスイッチは全て内側にありますび、 
そラでない場合 ( A 図：一部のピンスイッチびが側にある二 
タイマー作動のが態）は、必ず 全ての ピンスイッチを中むに 
向けて押し込んで < ださい。 

►タイマーの使い方およびタイマー運範は、も頁を参照ください。 


サーモスタットを最大にセットずる 

ヴーモスタットのダイヤルをちいつぱいに（最大数まで）回し、 
出カレベルを最大にセットします。 






暖房運転を開始する 

電力切替えスイッチを入れます。運転当初は、早<暖めるため、 
両方のスイッチを入れて（※電力を最大にして）ください。 
パイ□ットランプが点灯し、暖房運転が始まります。 
《 MIN (600 W ) + MED (900 W ) = MAX (1 日 00 W ) 


暖房運斬を停止ずる 

電力切替えスイッチ(両方)を切り、差込み 
プラグをコンセントから抜さます。 

A 高温注意：ラジエターは、停止をしぱ5くは熱いので、拠れないでください。 




適;届(体感温啟を設定ずる 

お望みの室温になったら、サーモスタットをゆっくりと左に回し、 
パイ□ットランフび消えたところで止めます。これで適温び 
セットされ、あとは自動的に適温び保たれます。 

室温を上げたいとさは、サーモスタットを右に回し（数字び大 
さくなる)、下げたいとさは左に回します。 


7 




































































操作手順(のタイマー運お 


• ON / OFF 型電子タイマーでず 

設定した時間に暖房を開始 ( ON ) ずるだけで 
なく、停止 ( OFF ) ずることもできまず。 


• 24 時間プログラムぶでず 

一度設定ずれば、毎日同じ時刻に一定の時間 
だけ暖房することができます。 


【タイマーのし < みと ffi い方】 


>各部の名称としくみ 


セットポイント 


ここは 
日 N の巧が 



OFF の状態 

ピンスイッチを 
か側に引さ上げる 


ダイヤル(ち回り） 


24時間分の目盛び記されています。 

1目盛は15分。 

ダイヤルは、ち方向にしか回りません 
ので、ごま意ください。 


※囲のタイマーは、「現なの時刻は，巧の9時 (21 時)、朝6時から 
巧の11時 (23 時)まで进病晒房ずる J おさ巧示していまず。 



▲位置に現在の時刻(ダイヤル目盛)を 
合わだます。 


ピンスイッチ 


巧側に巧し込んだ状態で ON (通潭）、 
外側に引を上げた巧態び OFF (停止） 
です。ビンスイッチは24時間分96個 
(1 個=15巧)あります。 



ON のが態 

ビンスイッチを 
中わに向って巧し 
込む 


ごまち：ピンスイッチを設つてパネル方向に巧すと、 
タイマーび脱落する巧合があ0まず。 


【タイマーを ffi つて暖房する場合の操作手順】 


①電源を接続ずる 


差込みプラグを壁面のコンセントに直接差し込みます。 

※タイマーは、巧源を接続しないと作動しません。 



③携在時刻を食わせる 

タイマーをちに回し、現在の 
時刻（ダイヤル目盛）をセット 
ポイント（▲印）に合わせます。 

※図のタイマーは、全てのビンスイッチび 
中むに巧し込まれたに N ) が態でず。 



③暧] i 時顯をセットずる 

暖房したい時刻のピンスイッチ 
(1 個=15分)を時間分だけ残し、 
あとは全て引さ上げます。 


® 讚力切替えスイッチを入れる 

ヴーモスタットを最大数にセットし、輩力切替えスイッチを 
(当初は2つとも)入れます。 

※巧力切替えスイッチを入れないと、指定した時刻びをても暖房ぴおまりません。 


順房時間のセット例1 

例： 夕方6時か5朝8時まで と、 昼12 
時か5午を3時まで の2回暖房を 
ずる場台 

①タイマーをちに回し、現在の時刻 
「18時」(仮恐をセットポイントに合 
わせます。 

③18〜8、12〜15の 
ピンスイッチを 
内側(二日 N) に、 

それ L ソ外の全て 
のピンスイッチ 
は外側 （= 日 FF) 

に引き上げます。 

⑤電力切替えスイッチを入れます。 
①で合わせた時刻び③でセットした 
暖房時間内にあるので、すぐに暖 
房運転び始まります。あとは、時間 
の設定を変えない限り、毎曰同じ 
サイクルで暖房び巧われます。 
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お手入れ/巧管のしかた 


0 

0 


お手入れおよび保管をずるとをは、必ず差込みフラグをコンセン h から抜さ、 
ヒーターがをえてから巧なってください。 

洗剤やクレンザー、シンナー、金たねし等は、使用しないでください。 

保管の際は、横倒しじしたり、上に物を乗せないでください。 



•お手入れは、定期的に行なつ 
て < ださし、。 

♦操作パネル巧のゴ S やホコ U 
は、掃除機を使って吸い取る 
か吹を出してください。 



参本体は、乾いた軟らかい布で 
ふいてください。ミちれがひど 
し、とき肤布にお湯を含ませ、 
かたく絞ってからふいてくだ 
さい。 



♦収納/保管する場合は、商品 
八ッケージに人れるかカノく一 
をしてホコリを防ぎ、乾燥し 
た場巧に置いてください。 



※デロンギ•エコカバーをご利用くださし、。 


真必点巧について 



長年ご使用の- 

デロンギヒーターの点検を// 

保証期間 (3 年)び過ざて気になる点びございましたら、 
安全のために、専門技術者による点検(持込み)をお勧 
めします。 

点檢の依頼方法、料金等につさましては、製社ヴー 
ビスセンター(ち頁参照）にお問い合わせください。 
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これはが障ではあ 0 ません 


初めてご使用になる時に、若干、異臭を感じる場合がありまず。 
これは、ラジェターの塗装面が熱になじむまでのことで、機能や安全 
性に問題はありません。ただし、数度ご使用されでち臭いがしたり、 
初回でち臭いがさつい場合は、他の原因ち考えられまずので、ご使用 
を中止し、弊社サービスセンター(下記参照)までご連絡ください。 


巧]回ご使用時の 

臭いについて 

V _ _ J 


八チツ八チツと 
音がずる 


スイツチを入れると、しばらく天ぷらを揚げるよラな音がずる場合 
がありまず。これは、外気との温度差じより、ラジェター内部に結 
露が生じ、熱くなったオイルに落ちたとさのものでず。異常ではあ 
りません。 


青白い光が見える 


周りが暗いと、操作パネル内部に青白い光が見えることがありまず。 
これは、サーモスタツ h またはタイマーが電源を ON / OFF ずる 
際のちので、故障ではありません。 


アフタ—サ—ビス 


参使用中に異常がをじたとさは、直ちに電カスイッチを切り、差込みプラグをコンセン K からおを、お求め 
になった販売店か弊社サービスセンター(下記参照)じご相談ください。 

参万一故障した場合は、保証書に記載されている販売店に① おがめの恃期©製品る称と型式番号@が盾の 
が況を連絡のラえ、修理を依頼しでください。 

•宅配便などを利用して弊社に返送される場合は、必ず故障の状況を記した;><モを商品パッケージじ同封 
くださるよラお願いしまず。 

参ご起居、ご贈答、その他保証期間中の修理など、アフターサービスについてご不明の点があれば、お求めの 
販売店か下記までお問い合わせください。 


お問い合わせは——サービスセンターまで 

東京：干140-邮日1東京都品川区:!ヒ品川 1-3-9 

Tel.03-5463-9814/Fax. 03-5463-991 9 

大販：〒 564-0044 大阪府吹田市南金田2 -21-25 

Tel. 06-6368-2880/Fax. 06-6368-2881 

(サービス受付時間►止、曰、祝日を除く毎日9:加〜1日：日日） 
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デロンギ•エコカバーのほい方 


DHI-1012 


1) ホコリよけのカバーとして： シーズンオフに、収納/保管用カバーとして 
ご利用ください。 

の ご不用時/回収ご依頼時の徊包材として： デ□ンギヒーターに使用して 

_ _ _ いるオイルには、環境に有害な有機塩素化合物•重金属び 

— =含まれておりません。しかし、自治体によっては、ご不用 

Z ミになったオイルヒーターを引き取らない場合びあります。 

— ' —その際は、下記の要領に従い、弊社サービスセンター(前頁 
参照） までお送りください。素材ごとに分別し、リヴイクルいたします。 
送料について ►u サイクル費用は弊社び負担いたしますび、送料は お客様 
のご負担（元仏し、） となります。予めご了承ください。 

個包について ►ご不用になったデ□ンギヒーターを、付属のデ□ンギ•エコ 
カバーで包んでお送りください。また、 デ□ンギ•エコカ 
バー ly がのもので栖包/返送された 場 台は、リサイクル 
費用が有料となることがあります。 



※デ□ンギ•エコカバーは、無漂白の 
綿100%で作6れていまず。 


製 

品 

名 

妳 

デ□ンギヒーター X 字型フィン電子タイマー付 

型式番号/放熱板の数 

日91日21 TEC / 9枚 

適 

用 

巧 

宜 

数 

4 〜 10 畳 

電 

圧/周 

1波 

数 

AC -1 日日 V /日日.目日 Hz 

消 

費 

電 

力 

600.900.1 日 00 W 

外 

お寸 

法/重さ 

長さ 45.5 X 幅 22 X 高さ 64 cm /17.4 kg 

夕 

斗 

7 

— 

24 時間 ON/OFF 型電子タイマー 

安 

全 

装 

置 

転倒時自動電源遮断装置•復帰型安全ヒューズ 

電源 コー 

ドの長さ 

1.9 nn 

付 

属 

品 

台座 X 2、 車輪 X 4、 デ型ネジ X 4、 デ□ンギ•エコカバー 


※がお寸法および重さは、キャスターを取り付けたげ態の数値です。 

r 4環樹こやさしい無塩素漂白エコバルブ ( ECF ) と 
V •/ソイインクを使用していまず。 


な白 Lonqhi) 


デロンギ•ジャパン巧なを社 


本 社：テ 101-0044 策京都千代田区鍛;台の 1-5-6 第3大東ビル TEL 03-5256-6321( 代) 

大阪ま店：〒 541-0051 大阪市中央区備を的 3-3-15 ニュー備を町ビル TE し 06- 62目3 -611 6(代) 
































